
栃の木のように 深く根を張り 幹太く 枝葉豊かな人 
 １2 月 25 日（水）二学期終業式  校長先生のお話より  
  

 インフルエンザやかぜをひいているお友だちが多いので、今日はオンラインでお話しま

す。  
８月 22 日から始まった二学期。暑かった夏から雪が降る冬までの長い 85 日間でした。

音楽会や遠足・社会見学、臥竜公園でのマラソン、台湾の小学校との交流等、たくさんの

行事や学習がありました。６年生は、卒業に向けて、修学旅行や親善音楽会、後期児童会

と着実に力をつけています。  
 二学期始業式で、校長先生から「想像力を働かせて  
優しい人になる」「自分の大好き、やりたいに挑戦し  
て『なりたい自分』になる」というお話をしました。  
みなさんの二学期は、友だちの気持ちを想像しながら、  
優しい人になれましたか？好きなこと､やりたいことに  
挑戦することができましたか？昨日のとちのこ祭では、  
６年生が想像力豊かにゲームを考え、全校のみなさん  
は楽しんで挑戦していました。素晴らしい児童会企画  
でした。  
 今年の小山小学校が大切にしているキーワ

ード「学び合い」「響き合い」「鍛え合い」

から二学期を振り返ってみましょう。  
 「学び合い」では、算数の授業、理科の授

業、須坂高校生との交流、台湾や韓国との英

語交流等、たくさんの授業の中で学び合う学

習がみられ、いろいろな学校の先生方がみな

さんの学び合う姿に感動し、お褒めの言葉を

いただきました。  
 「響き合い」では、メセナホールでの音楽

会、台湾の小学校との全校交流、１年生のけ

んちゃんの朝顔運動、６年生の生け花教室等、

心を響き合わせる活動もや行事もたくさんあ

りました。  
ある日、地域に住んでいる方が息を切らせ

ながら、須坂市の教育長先生のところに飛び

込んできたそうです。その方は「小山小学校

の子どもたちが、次々に『おはようございま

す』とあいさつしてくれて、ほんとうにうれ

しい、素晴らしい子どもたちだよ」とお話に

来てくれたということでした。教育長先生か

ら報告があり、日頃からのみなさんの優しさ

が、学校の外でも現れていることにうれしく

なりました。  
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 「鍛え合い」では、修学旅行、社会見学、

全校で遊ぶ時間等、本物に触れる学習や交

流をとおして、みなさんは失敗を恐れず、

心と体をたくさん鍛えた二学期でした。  
 

昨年もお話ししましたが、正月の正の字

の話です。正の字は、一と止に分けられま

す。一は線です。つまりスタートラインで

す。だから、お正月は、スタートラインに

立つことです。そして、スタートラインに

立ったら、すぐに走り出すのではなく、ま

ずは、「止まる」。スタートラインの手前

できちんと止まり、そこで自分の呼吸と気持ちを落ち着かせ、自分の気持ちを確かめ、決

意を心に刻み込む。だから正月を１年の初めの月、一月に当てはめたというお話です。  
自分が自分の原点に立ち帰る月、それが正月です。  
 

 
もう一つ、お正月を迎えるに当たって、お話します。正月になると、お寺によっては、

「修正会（しゅしょうえ）という行事をするそうです。「修正する会」と書きます。何を

修正するのでしょう？  
 昨年やってきたことのあやまち、失敗を反省し、同じことをくり返さないように、自分

の原点に立ち帰って、自分の生き方の軌道修正をします。私たちは、いつも「勝ち負け」

や「比べっこ」にふりまわされているから、一年に

一ぺん、「比べっこ」しない自分にかえってみよう

よということです。  
 元旦の日には、12 月までの自分をふりかえり、自

分をしっかり見つめ、新しい年の目標を決めましょ

う。そして、新たな一歩をスタートさせましょう。

３学期の始業式でみなさんの新しい年の目標を聞か

せてください。  
 １月９日は、３学期始業式です。みんな、元気な

顔で会いましょう。インフルエンザ等に気をつけて、

よいお正月をお迎えください。  
 
 ＜保護者の皆様へ＞ 

  二学期は、音楽会や個別懇談会等、保護者の皆様には、多大なるご協力をいただき、

ありがとうございました。三学期もよろしくお願いいたします。 

 


